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令和３年度事業報告 

 

１．概 要 

 

我が国は、高齢化率が既に 29.1％に達し超高齢社会が進行しており、少子高

齢化の進展に伴い、将来に必要な労働力人口が減少することが懸念されていま

す。高齢化、少子化が進む中、日本経済の活力を維持していくためには、働く意

欲のある高年齢者が、長年培ってきた知識や経験を活かし、年齢にかかわりなく

活躍し続けることができる「生涯現役社会」を実現することが不可欠とされてお

り、就業を通じて高年齢者の福祉増進に資するシルバー人材センター事業の重

要性と地域社会の期待は一層大きくなっております。しかしながら、令和３年度

は、繰り返される新型コロナウイルス感染症の流行により、緊急事態宣言やまん

延防止等重点措置に翻弄された一年で、雇用情勢をはじめ社会経済は大きな打

撃を受けました。当センターにおきましても、公共施設や事業所等の休館や営業

時間の短縮などにより、就業人員や契約金額の減少等大きな影響が出ました。 

運営面につきましても定時総会の規模縮小や各種講習会の開催中止を余儀な

くされました。このような状況の下、新型コロナウイルス感染拡大防止や健康確

保に努めながら、本年度は、２回「いきいきシルバーなかま」を発刊、地域社会

の一員として積極的に就業開拓活動及び普及啓発活動を展開、高年齢者の活躍

の場を提供することで、生涯現役社会を目指し、現状と課題を見据えながら各事

業に取り組んでまいりました。 

就業機会の確保につきましては、本年度の事業実績は、契約金額 62,021,818

円で昨年度と比較して 1,076,868 円の減額となりました。業種別の契約金額割

合では公共事業 41.3％、一般家庭 36.6％、事業所 11.1％、独自事業 3.7％、派

遣事業が全体の 7.3％を占めています。 

会員の拡大につきましては、本年度末の会員数は、１４４人で、昨年度と比較

して５２人の減少となりましたが、会員数を獲得するため新入会説明会の開催

も毎週開催するなど柔軟な対応で説明会を開催し、また、会員の皆様からの口コ

ミによる取り組みも行っていただきました。 

安全適正就業につきましては、「安全就業基準」を遵守し、安全適正就業委員

会を中心に年間１３回の安全パトロールを実施して会員に注意喚起を行いまし

たが、賠償事故が２件、傷害事故が５件、合計７件発生しており「事故ゼロを目

指す」ため、今後も更なる努力が必要と痛感しています。 

以下、令和３年度の事業内容、会員の状況及び事業実績等について報告いたし

ます。 
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（１）普及啓発 

 高齢者の入会促進や就業機会の確保を図るため、センターの事業内容、会員募

集、会員の仕事の様子や会員の声を「いきいきシルバーなかま」に掲載し、年２

回市内全世帯に配布いたしました。あわせて中間市役所ほか、各施設にも会員募

集・仕事の依頼等の啓発のため啓発用資料を掲示し、普及啓発活動に努めてまい

りました。 

（２）社会参加活動 

 センターが行っている独自事業「刃物研ぎ」、「石焼芋販売」、「エアコン清

掃」、今年度より開始した「手作り小物販売」、「カブトムシ幼虫販売」の活動

内容をチラシ等で広くＰＲに努めました。また、地域貢献では高齢者の生活支援

の「ワンコイン事業」や「介護予防としての総合事業」等の活動に努めました。 

 樹木剪定のボランティア活動は、樹木医の専門家を招聘し、会員の技能向上を

図る講習会を兼ね中間東中学校で実施いたしました。なお、１０月に予定してお

りました清掃ボランティアは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止と

いたしました。 

（３）安全就業対策・適正就業の徹底 

 安全就業につきましては「事故ゼロ」の取り組みとして、就業現場への安全パ

トロールを強化しましたが、事故発生件数は 7 件で、昨年度より 1 件増加とな

りました。この結果を受け、防護ネット等の見直しと安全委員を中心としたパト

ロール回数を増やすことで、より一層の強化に努めてまいりました。 

 適正就業につきましては、シルバー人材センター適正就業ガイドライン「シル

バー人材センターのご案内」で「請負・委任・派遣・職業紹介」の形態や会員が

概ね「月１０日以内・週２０時間」を超えない範囲でのローテーション就業の徹

底を図ってまいりました。 

（４）相談事業 

 新入会説明会を毎月第３木曜日の月１回、当センター会議室にて開催してい

ましたが、説明会への参加率を高め、会員増加に繋げるため、９月からは毎週金

曜日の開催といたしました。説明会では入会を希望する参加者から様々な相談

に対応してまいりました。また、会員の就業に関しての相談にはその都度対応し、

会員とのコミュニケーションを図ってまいりました。 

（５）研修・講習事業 

７月には会員を対象とした作業機械取扱講習会を実施し、飛石事故防止、草刈機

使用時の防護対策について学びました。1月には会員を対象とした剪定技能講習

会を実施し、技能向上に努めてまいりましたが、その他の講習会は新型コロナウ

イルス感染拡大防止のためすべて中止といたしました。 

 

 


